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PDCA 主要事業名 大学地域連携スポーツ推進事業 部課名 教育部スポーツ課 石川
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総合型地域スポーツクラブのあり方や健全な運営に関する研究や相談、講習会を行うことにより、安
定的な運営を実現します。また、地域人材の育成や発掘を行うとともに、指導者不足の解消を図る
ことができる。

目標値や目指すべき状態
総合型地域スポーツクラブ
会員数

実績値

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

問題点・課
題等:

実施に向けて、大学及び総合型地域スポーツクラブとの連携・調整を綿密に実施し、意
思統一を図る必要がある。

予算額 主要事業とする理由
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中学校の部活動改革に関する研修会の開催、ヒアリングによる各スポーツクラブの現状把握と課題
整理、指導者派遣を実施し、各スポーツクラブの安定的な運営に貢献することができた。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地
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要
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改善推進

直近の課題では、中学校の部活動改革が各スポーツクラブの大きな課題となるため、指導者の確保や指導
者養成に関する課題についても、対応してもらえるよう調整を図る。

有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地
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全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

事業内容: 総合型地域スポーツクラブ運営サポート等研究委託、指導者等派遣委託を実施する。
予
算
見
積
書
で
活
用

大学との連携により地域スポーツを推進していく中で、地域スポーツの礎となっている総合型地域ス
ポーツクラブの健全な運営を促進し、地域課題の解決を目指すため。財源内訳

事業概要等

事業概要:
大学生や大学教員が地域の現場へ入ることによって、地域の人々とともに地域スポーツ
等の課題解決を目指す。

事業目的:
総合型地域スポーツクラブのウィークポイントをケアし、安定的な運営の実現を図るととも
に指導者不足の解消を目指す。
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Ｄ 決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当

Ｃ

事業の
評価・課題

C

直近の課題に対する研修会やヒアリングによる各クラブの状況整理、指導者派遣により、安定的な運営に寄
与したことについては評価できるが、各クラブの悩みである後継者確保や財源確保問題については、具体的な
解決方法が見出せず効果があったとは言えない状況であった。
スポーツクラブの財源確保問題については、引き続き日本福祉大学と連携し、対策を考えていく必要がある。
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